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今
日
の
観
光
は
、
宿
泊
施
設
や
観
光
施

設
、
旅
行
会
社
、
交
通
事
業
者
、
物
産
販
売

施
設
と
い
っ
た
狭
義
の
観
光
産
業
だ
け
で

完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、そ
の
地
域
の
日

常
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
垣
間
見
え
る
路
地
や

地
元
住
民
が
利
用
す
る
商
店
・
商
店
街
な

ど
も
観
光
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
の
生
活
文
化
や
芸
能
の
振
興
、
環
境

保
全
、
教
育
の
充
実
、
農
作
業
や
雪
下
ろ
し

の
手
助
け
、
災
害
か
ら
の
復
興
支
援
な
ど
、

社
会
的
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
手
段

の
一
つ
と
し
て
期
待
さ
れ
る
な
ど
、
観
光
が

多
様
な
形
態
で
行
わ
れ
、
従
来
以
上
に
観

光
産
業
の
裾
野
が
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
光
産
業
の
形
態
の
変
化

に
伴
い
、
従
来
、
観
光
地
と
目
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
身
近
に

「
観
光
産
業
」
が
誕
生
し
た
こ
と
で
、
住
民

た
ち
が
に
わ
か
に
そ
の
担
い
手
に
な
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
る
局
面
も
出
て
き
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
整
理
し
た
上
で
、
今
後
、

観
光
に
よ
る
地
域
振
興
を
進
め
る
に
あ

た
っ
て
、地
域
住
民
が
観
光
に
関
わ
る
こ
と

の
重
要
性
と
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の

対
応
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

1�

観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
与

え
る
影
響

　

観
光
が
地
域
に
も
た
ら
す
効
果
と
し
て

は
、
観
光
客
が
消
費
を
通
じ
て
地
元
に
お
金

を
落
と
す
経
済
効
果
の
他
に
、
観
光
客
か
ら

自
ら
の
地
域
資
源
や
提
供
し
た
商
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
評
価
さ
れ
る
、
挨
拶
や
道
案
内
な
ど

温
か
い
交
流
が
生
ま
れ
、
そ
れ
ら
が
地
元
地

域
へ
の
愛
着
に
も
つ
な
が
る
と
い
っ
た
社
会

的
効
果
が
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
と
っ
て
望

ま
し
く
な
い
観
光
の
影
響
と
し
て
は
、
住
民

に
と
っ
て
は
本
来
、
休
息
日
で
あ
る
休
日
を

中
心
に
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
生
活
道
路

の
渋
滞
や
夜
遅
く
ま
で
続
く
騒
音
、
ご
み
の

投
げ
捨
て
、
不
特
定
多
数
の
人
々
が
訪
れ
る

こ
と
に
よ
る
治
安
悪
化
へ
の
懸
念
な
ど
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
観
光
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
与
え

る
効
果
と
悪
影
響
に
対
し
て
、
温
泉
観
光
地

や
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
海
浜
リ
ゾ
ー
ト
と

い
っ
た
、
従
来
観
光
地
と
し
て
成
立
し
て
き

た
地
域
の
住
民
は
、
自
身
や
知
人
な
ど
が
観

光
産
業
に
従
事
し
て
い
る
場
合
が
多
い
た

め
、
悪
影
響
よ
り
も
観
光
に
よ
る
効
果
を
よ

り
強
く
認
識
し
、
就
労
の
場
で
あ
る
と
同
時

に
生
活
の
場
と
し
て
自
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
捉
え
、
観
光
に
対
す
る
理
解
と
寛
容
さ
を

有
し
て
い
る
。

　

当
財
団
が
実
施
し
た
「
観
光
に
対
す
る

住
民
意
識
に
関
す
る
研
究
」（
２
０
１
０
～

２
０
１
２
年
度
）
に
よ
る
と
、
宿
泊
施
設
・

観
光
施
設
な
ど
が
集
積
す
る
エ
リ
ア
と
一

般
住
民
の
居
住
エ
リ
ア
の
位
置
関
係
（
距

離
や
混
在
度
合
い
）
や
、
住
民
や
コ
ミ
ュ
ニ 離れた駐車場から徒歩で訪れた観光客をねぎらう（富山県五箇山相倉）
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テ
ィ
の
特
徴
（
移
住
者
や
観
光
関
連
産
業

従
事
者
が
占
め
る
割
合
な
ど
）、
観
光
産
業

の
構
造
（
宿
泊
客
の
割
合
な
ど
）
次
第
で
、

住
民
と
、
観
光
産
業
（
観
光
客
、
観
光
関
連

産
業
従
事
者
）
お
よ
び
行
政
（
地
域
）
と
の

関
係
性
は
多
様
に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
る
（
図
1
）。

　

昨
今
、
こ
れ
ま
で
観
光
と
は
無
縁
で
あ
っ

た
多
く
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
ま
ち
歩

き
や
路
地
裏
散
歩
へ
の
人
気
が
高
ま
る
に
つ

れ
て
、
ま
た
は
、
身
近
な
地
域
資
源
が
世
界

遺
産
な
ど
に
登
録
さ
れ
る
と
い
っ
た
外
的
な

要
因
に
よ
る
急
激
な
環
境
変
化
に
よ
っ
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
普
段
の
暮
ら
し
ぶ
り
や

生
活
道
路
、
日
常
的
に
買
い
物
に
出
掛
け
る

商
店
な
ど
の
生
活
空
間
ま
で
が
観
光
の
対
象

と
な
り
、
観
光
客
と
の
や
り
と
り
を
通
じ
て

住
民
の
暮
ら
し
や
地
元
に
対
す
る
意
識
が
変

化
し
、
商
店
の
商
い
の
あ
り
方
も
変
化
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
る
。

　

我
が
国
の
人
口
減
少
や
訪
日
外
国
人
旅
行

者
の
増
加
な
ど
に
よ
る
旅
行
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

変
化
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
値
観
の
台
頭
に
よ

る
観
光
の
形
態
の
多
様
化
は
、
今
後
一
層
、
我

が
国
の
多
く
の
地
域
と
そ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
「
観
光
地
」
に
な
る
こ
と
を
求
め
る
可
能

性
が
あ
る
。
そ
の
「
観
光
地
」
と
は
、
従
来
の

よ
う
な
狭
義
の
観
光
関
連
事
業
者
だ
け
が
事

業
を
展
開
す
る
の
で
は
な
く
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
住
民
が
大
切
に
し
て
き
た
価
値
観
や
生
活

文
化
を
守
り
な
が
ら
観
光
に
関
わ
る
こ
と

で
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
を
魅
了
し
、
地

域
経
済
に
寄
与
す
る
と
同
時
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
維
持
・
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

出典：（公財）日本交通公社『住んでよし、訪れてよしの観光地づくり まずは住民意識の把握から！「観光に
対する住民意識に関する研究」より』（2013年）

図1   住民と観光客、観光関連産業従事者、地域との関係性

【住民の特徴】 ・鳥羽市出身者の割合が高い
 ・観光関連産業従事者、観光関連産業従事経験者が多い
 ・地域コミュニティーが強固で地域活動への参加頻度も高い
 ・住みやすさや居住継続意向は低め

【観光客の特徴】
・入込観光客のうち４割強が宿泊客
・宿泊客のうち0.5％が外国人観光客
・愛知、大阪、三重からの来訪が特に多い

【観光関連産業従事者の特徴】
・宿泊施設は市内各エリアに散在している
・観光関連産業従事者の仕事の満足度が低い

住民

観光客
観光

関連産業
従事者

居住空間と
観光集積空間が

混在

親戚や知人に
観光関連産業
従事者が多い

観光客との接点が多く
印象も比較的良い

観光関連産業の
評価は低い

観光に対する期待は高い

行政
（地域）

地域資源の経験度や
観光施策の認知度が低い

観光地としての
評価は低い

【鳥羽市】

【住民の特徴】 ・移住者が多い
 ・観光関連産業従事者、観光関連産業従事経験者が少ない
 ・住みやすさに関しては比較的満足度が高いが、仕事の満足度はあまり高くない

【観光客の特徴】
・ 入込観光客のうち4割弱が

宿泊客
・ 宿泊客のうち2割弱が外国

人観光客
・ 北海道、関東からの来訪が

特に多い

【観光関連産業従事者の特徴】
・ 仕事の満足度は非観光関

連産業従事者とあまり違
いはない

・ 宿泊施設は温泉エリアに
集中している

居住空間と
観光集積空間は

分離

観光関連産業
従事者が少なく

接点も少ない

観光客との接点は少なく
印象はあまり良くない

（外国人観光客の歓迎度は高い）

観光関連産業の
評価は低い

観光地としての評価は高いが
心理的距離感のある温泉エリア

行政（地域）

温泉エリア

地域資源の経験度や
観光施策の認知度が低い

観光に対する期待は高い

【登別市】

住民

観光客
観光

関連産業
従事者

56.6
55.4

41.1

45.9 55.5 30.4

【住民の特徴】 ・移住者が多い
 ・観光関連産業従事者、観光関連産業従事経験者が少ない
 ・住みやすさに対する満足度が高く、居住継続意向が高い
 ・仕事の満足度はあまり高くない（特に農業）

【観光客の特徴】
・入込観光客のうち2割が宿泊客
・関東、中部からの来訪が特に多い

【観光関連産業従事者の特徴】
・仕事の満足度は非観光関連産業従事者とあまり違いはない
・宿泊施設や観光施設は市内に散在

住民

観光客 観光
関連産業

従事者

居住空間と
観光資源は

分散

観光関連産業
従事者が少なく

接点も少ない

観光客との
接点は比較的あり

印象も良い

観光関連産業の
評価は低い

地域資源の経験度は高く
観光地としての評価も高い

行政
（地域）

観光施策の認知度が低く
市民が活躍できる仕組みも

感じていない

【安曇野市】

51.7
59.6

26.5
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こ
の
よ
う
に
持
続
可
能
な
観
光
振
興
の
た

め
に
は
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協
力
を
得
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
観
光
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
て
も
ら
う
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
あ
り
方
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

2�

観
光
へ
の
理
解
を
促
し
、住
民

の
協
力
を
引
き
出
す
ツ
ー
ル

づ
く
り
～
海
外
の
事
例
か
ら

　

ハ
ワ
イ
州
観
光
局
（
Ｈ
Ｔ
Ａ
： H

aw
aii 

Tou
rism

 A
uthority

）
は
、
中
長
期
的
な

観
点
で
戦
略
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行

い
、「
ハ
ワ
イ
州
観
光
戦
略
計
画
（
２
０
０
５

～
２
０
１
５
年
）」
を
策
定
、
こ
の
中
で
、
こ

れ
ま
で
キ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
ビ
ー
チ
の

魅
力
を
打
ち
出
し
て
き
た
が
、
今
後
は
ハ
ワ

イ
の
先
住
民
と
伝
統
文
化
を
尊
重
し
、
観
光

産
業
と
の
共
存
・
発
展
を
目
指
す
旨
、
方
針

を
転
換
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
観
光
関
連
事

業
者
や
行
政
に
加
え
て
、
観
光
客
を
受
け
入

れ
る
市
民
の
意
見
も
取
り
入
れ
て
策
定
さ
れ

て
い
る
。

　

Ｈ
Ｔ
Ａ
は
、
ハ
ワ
イ
へ
の
観
光
客
の
増
加

の
み
な
ら
ず
、
ハ
ワ
イ
の
自
然
資
源
や
文
化

資
源
を
保
全
し
後
世
に
残
す
こ
と
も
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
お
り
、
最
終
的
に
達
成
す
べ

き
目
標
は
、
市
民
の
生
活
水
準
の
向
上
に
貢

献
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
宿
泊
客
か
ら

徴
収
す
る
ホ
テ
ル
税
（
Ｔ

Ａ
Ｔ
）
は
、
住
民
の
生
活
・

イ
ン
フ
ラ
整
備
の
た
め
に

も
使
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
市
民
も
深

く
関
与
し
て
策
定
さ
れ
た

計
画
の
達
成
状
況
を
把
握

す
る
４
つ
の
成
果
指
標
と

し
て
、「
旅
行
者
消
費
額
」

「
旅
行
者
満
足
度
」「
税

収
」、
そ
し
て
「
住
民
意
識
」

が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
住

民
意
識
に
つ
い
て
は
、
２
年

に
１
回
、
観
光
に
よ
る
生

活
環
境
へ
の
効
果
・
影
響

や
観
光
客
の
増
減
が
生
活

環
境
な
ど
に
与
え
る
影
響
、

観
光
政
策
へ
の
意
見
な
ど

に
つ
い
て
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
を
そ
の
後
の
各

種
取
り
組
み
に
反
映
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ハ
ワ
イ
州
観
光
戦
略
計
画
の
策
定

と
ほ
ぼ
同
時
期
に
ホ
ノ
ル
ル
市
は
「W

aikiki 

L
ivable C

om
m

u
n
ity P

roject

」を
立
ち

上
げ
、
ハ
ワ
イ
の
文
化
や
自
然
を
活
か
し
た

景
観
デ
ザ
イ
ン
の
あ
り
方
（
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ド
）
を
、
市
民
も
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
公
開
会
議
な
ど
を
実
施
し
て
策
定
し
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
を
受
け
て
道
路
や
ビ
ー
チ
な

ど
の
公
共
空
間
の
再
整
備
を
進
め
る
と
同
時

に
、
民
間
事
業
者
に
も
こ
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ー

ド
を
提
示
し
、
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
を





 
 













 


 









 


 




 

 






 









 























 


 


 


講
じ
る
こ
と
で
、
ワ
イ
キ
キ
エ
リ
ア
に
お
い

て
新
た
な
ハ
ワ
イ
の
価
値
を
提
供
す
べ
く
速

や
か
な
建
物
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
新
築
を

促
し
た
。

　

観
光
に
対
す
る
住
民
意
識
に
つ
い
て
は
、 出典：Tourism Queensland『Tourism Social Indicators』

図2  観光に関する14の中核指標
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オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

州
政
府
観
光
局
で
も
「Tou

rism
 S

ocial 

Ind
icators

」
を
設
定
し
て
、
定
期
的
に
そ

の
把
握
に
努
め
て
い
る
。
こ
の
指
標
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
と
住
民
個
人
の
生
活
の
質

に
と
っ
て
の
、
観
光
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
影
響

と
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
７
つ
、
合
計
14
を
中
核
指
標
と
し
て
定
め

て
い
る
。
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
各
地
域

は
、
こ
れ
ら
の
指
標
に
基
づ
い
て
調
査
を
行

い
、
そ
の
結
果
を
州
の
平
均
と
自
地
域
の
数

値
と
を
併
記
す
る
な
ど
の
形
で
公
表
し
て
い

る
（
図
2
）。

　

ま
た
、
指
標
を
設
定
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
対
す
る
観
光
の
影
響
を
定
期
的
に
調
査
す

る
と
同
時
に
、
そ
の
結
果
を
、
観
光
の
専
門

家
で
は
な
い
一
般
住
民
に
も
分
か
り
や
す
く

伝
え
る
こ
と
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。
こ
れ

は
大
前
提
と
し
て
、
持
続
可
能
な
観
光
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
の
求
め
に
応
じ
て
推
進

さ
れ
る
こ
と
が
最
も
大
き
な
効
果
を
生
む
と

さ
れ
、
観
光
に
つ
い
て
の
住
民
の
理
解
度
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
具
体
的
に

は
「
こ
の
地
域
に
お
け
る
観
光
の
最
終
的
な

目
標
が
何
で
あ
る
か
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ

う
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
て
、
そ
の
結
果

が
ど
う
で
あ
っ
た
か
」
を
、
調
査
デ
ー
タ
を

分
か
り
や
す
い
図
表
な
ど
で
盛
り
込
み
な
が

ら
、
広
く
一
般
に
公
開
し
て
い
る
。
ク
イ
ー
ン

ズ
ラ
ン
ド
州
政
府
観
光
局
の
年
次
報
告
書
で

は
、
デ
ー
タ
や
情
報
を
視
覚
的
に
表
現
す
る

イ
ン
フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
と
い
う
手
法
を
多

用
し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
動
き
や
各
指
標
の

推
移
が
直
感
的
に
分
か
り
や
す
く
表
現
さ
れ

て
い
る
（
図
3
）。

　

以
上
の
事
例
か
ら
、
海
外
に
お
い
て
は
、

住
民
に
自
地
域
の
観
光
産
業
の
状
況
や
方

向
性
に
つ
い
て
正
し
く
容
易
に
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
の
取
り
組
み
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
手

法
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ

う
し
た
手
法
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
今
後
、

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
観
光
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
た
上
で
、
住
民
が
観
光
客
と
関
わ
る

こ
と
で
、
観
光
客
は
、
住
民
を
通
じ
て
よ
り

深
く
そ
の
地
域
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
住
民

は
、
自
ら
の
地
域
に
対
す
る
観
光
客
の
評
価

に
触
れ
る
こ
と
で
、
改
め
て
地
元
地
域
の
良

さ
を
認
識
し
た
り
、
観
光
を
振
興
す
る
こ
と

の
意
義
を
実
感
を
持
っ
て
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
る
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
自
地
域
に
対
す
る
愛

着
や
帰
属
意
識
が
高
ま
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
地
場

産
業
の
維
持
、
農
村
風
景
と
い
っ
た
地
域
景

STATE O
F TH

E IN
D

U
STR

Y 2014 
TO

U
R

ISM
 R

E
SE

A
R

CH
 AU

STR
A
LIA

13

BY PURPOSE
EXPENDITURE

($ MILLION) CHANGE

HOLIDAY 48,416    2.3%

VISITING 
FRIENDS & 
RELATIVES 20,936    8.2%

BUSINESS 17,615    4.1%

EMPLOYMENT 2,323   -7.7%

EDUCATION 6,933    4.1%

BY LOCATION

NSW 28,061    5.4%

Vic 20,419    5.6%

Qld 21,797   -2.8%

SA 5,221    4.7%

WA 9,801  11.3%

Tas 2,396   -7.1%

NT 1,897    3.2%

ACT 1,671 -10.3%

 

TOURISM INDUSTRY PERFORMANCE SCORECARD 2013–14

DEMAND> SUPPLY> EXPENDITURE

TOURISM 2020

POTENTIAL>

$30.1 billion
EXPENDITURE   ▲7.4% 

$53.3 billion
EXPENDITURE ▲3.6% 

$18.2 billion
EXPENDITURE ▲0.9% 

$83.4 billion
OVERNIGHT VISITOR  

EXPENDITURE ▲5.0% 

$101.6 billion 
TOTAL VISITOR EXPENDITURE    ▲4.2% 

DOMESTIC  
OVERNIGHT 

DOMESTIC  
DAY 

INTERNATIONAL

ASIAN MARKETS
EXPENDITURE

($ MILLION) CHANGE

CHINA 5,255 16.3%

JAPAN 1,355  -7.2%

SINGAPORE 1,081   6.8%

SOUTH KOREA 1,107  -9.6%

MALAYSIA 1,018 10.0%

INDIA 752  -2.9%

OTHER MARKETS

NEW ZEALAND 2,361   3.2%

UNITED KINGDOM 3,548 12.9%

UNITED STATES 2,641   7.0%

FRANCE 707 10.3%

GERMANY 1,023 11.5%

ACCOMMODATION* 2013–14 CHANGE

ROOMS 231,695    0.7% 

YIELD $114    4.7%   

OCCUPANCY 66.9% 1.5 ppt**

AVIATION 2013–14 CHANGE

INTERNATIONAL SEATS  21.8 million   8.1%

DOMESTIC SEATS 77.3 million   1.8%

DOMESTIC SEAT KM 89.0 billion   2.9%

EMPLOYMENT 2012–13 CHANGE

FULL TIME (‘000) 295.6   0.2%

PART TIME (‘000) 247.9   4.6%

TOTAL (‘000) 543.6   2.2%

INVESTMENT 2013 CHANGE

ACCOMMODATION   $7.4b 32.5%

AVIATION $33.1b 14.4%

ARTS & RECREATION   $8.9b  -7.4%

TOTAL $49.4b 11.9%

DIGITAL CAPABILITY 2013 2010

WEBSITE PRESENCE 91% 84%

INSTANT 
CONFIRMATION OF 
BOOKINGS

62% 42%

TRA.GOV.AU
*Accommodation supply and demand estimates for 2013–14 have been derived by Tourism Research Australia (TRA) using data from Australian Bureau of Statistics’ Survey of Tourist Accommodation, June quarter 2013 (ABS Cat. No. 8635.0), STR Global 2014 and JLL 2014. **ppt = percentage point.  
Note: a) All percentage changes are as compared to the same period 12 months prior. b) From the March quarter 2014, the National Visitor Survey results are based on a new dual frame interviewing methodology, causing a break in series. Consequently, readers should use the domestic tourism comparisons 
with caution. For more information go to tra.gov.au c) Expenditure by travel purposes will not sum to total as ‘Other’ and ‘Not Stated’ purposes have not been included. d) Expenditure by location will not add to the national total as a result of the assumptions applied in TRA’s regional expenditure model. For more 
information go to tra.gov.au Sources: Tourism Research Australia, International Visitor Survey & National Visitor Survey, June Quarter 2014 & Tourism Investment Monitor 2014; Australian Bureau of Statistics, Tourism Satellite Account 2012–13, (ABS Cat No. 5249.0); Bureau of Infrastructure, Transport and 
Regional Economics, International Airline Activity – time series (2014) & Australian Domestic Airline Activity—time series (2014); Australian Government, Tourism Operators’ Digital Uptake Benchmark Survey, 2013

出典：Australian Government『STATE OF THE INDUSTRY 2014』

図3  ツーリズム産業の年間の需給構造を表す図
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策
定
が
求
め
ら
れ
た

際
に
、
多
く
の
自
治
体

で
住
民
が
検
討
部
会

の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
戦

略
策
定
の
議
論
に
参

加
し
た
。

　

よ
り
直
接
的
に
、
観

光
産
業
側
か
ら
住
民

に
対
し
て
観
光
の
意

義
を
伝
え
よ
う
と
し

た
取
り
組
み
と
し
て

は
、
群
馬
県
伊
香
保
温

泉
の
事
例
が
ユ
ニ
ー

ク
で
あ
る
（
２
０
０
３

～
２
０
０
４
年
）。
伊

香
保
温
泉
は
、
３
６
５

段
の
石
段
の
両
側
に

旅
館
や
土
産
物
店
が

集
積
す
る
温
泉
街
が

急
斜
面
に
展
開
し
て

お
り
、
そ
こ
か
ら
斜

面
を
下
っ
た
田
園
エ

リ
ア
で
暮
ら
す
、
多
く
は
観
光
産
業
に
従
事

し
て
い
な
い
住
民
や
農
家
な
ど
と
は
、
観
光

に
対
す
る
意
識
に
や
や
差
異
が
あ
っ
た
。
具

体
的
に
は
、
容
易
に
行
き
来
し
に
く
い
急
斜

面
の
上
と
下
と
い
う
地
形
的
な
ハ
ン
デ
ィ
が

あ
る
た
め
、
観
光
客
が
伊
香
保
温
泉
で
温
泉

観
の
保
全
に
も
つ
な
が
り
、
そ
れ
が
ま
た
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

　

次
節
で
は
、
観
光
に
よ
る
地
域
振
興
を
進

め
る
中
で
、
住
民
を
巻
き
込
も
う
と
す
る
国

内
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

3�

観
光
へ
の
住
民
の
参
画
を
促
す

取
り
組
み
～
国
内
の
事
例
か
ら

　

長
野
県
小
布
施
町
で
は
、１
９
８
０
年
（
昭

和
55
年
）
か
ら
始
ま
っ
た
「
花
の
ま
ち
づ
く

り
」の
活
動
に
、
古
く
か
ら
町
に
伝
わ
る
「
縁

側
文
化
」「
お
庭
ご
め
ん
」
の
気
質
が
相
ま
っ

て
、
美
し
い
庭
づ
く
り
と
そ
こ
を
舞
台
に
し

た
交
流
の
あ
り
方
が
、今
で
は
「
お
ぶ
せ
オ
ー

プ
ン
ガ
ー
デ
ン
」
と
し
て
多
く
の
観
光
客
を

引
き
付
け
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
生
活
空
間

で
行
わ
れ
る
ま
ち
歩
き
や
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
古
民
家
で
の
食
事
や
宿
泊
体
験
な

ど
、一
般
住
民
が
有
す
る
資
産
が
旅
行
者
の

心
を
捉
え
、
観
光
の
対
象
に
な
る
に
つ
れ
て
、

住
民
自
身
が
観
光
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に

な
る
。

　

こ
れ
に
伴
っ
て
、
行
政
と
観
光
関
連
事
業

者
は
、
住
民
に
対
し
て
観
光
を
推
進
す
る
意

義
や
手
法
、
住
民
に
期
待
さ
れ
る
役
割
な
ど

に
つ
い
て
、
き
ち
ん
と
し
た
説
明
を
行
う
必

要
性
が
高
ま
っ
て
き
た
。
そ
の
説
明
が
不
足

し
て
い
る
と
、
観
光
に
よ
る
悪
影
響
の
み
が

強
く
意
識
さ
れ
て
し
ま
い
、
観
光
に
よ
る
地

域
振
興
へ
の
取
り
組
み
に
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

持
つ
力
を
借
り
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
観
光
へ
の
住
民
の
関
わ
り
方

と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
を
含
め
て
住
民
か

ら
観
光
客
へ
の
挨
拶
運
動
や
、
郷
土
史
研
究

家
や
民
俗
芸
能
保
存
会
な
ど
が
着
地
型
旅

行
商
品
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
つ
と
し
て
、
ま
ち

歩
き
の
ガ
イ
ド
を
務
め
た
り
芸
能
を
披
露
す

る
と
い
っ
た
形
が
見
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
標
ひ
ょ
う

榜ぼ
う

す
る
自
治
体
に
お
い
て
は
、
観
光
振
興
計
画

を
策
定
す
る
際
に
住
民
を
対
象
と
し
た
意
識

調
査
の
実
施
や
、
住
民
か
ら
委
員
を
公
募
し

て
検
討
部
会
を
立
ち
上
げ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
を
通
じ
て
そ
の
意
向
を
吸
い
上
げ
る

な
ど
計
画
策
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
参
加
す
る
こ

と
で
、
観
光
の
意
義
や
策
定
し
た
計
画
自
体

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
取
り
組
み
を
実

施
し
て
き
た
。

　

最
近
で
は
、
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）

に
制
定
さ
れ
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
法
」
を
受
け
て
、
各
都
道
府
県
・
市
町
村

に
お
い
て
独
自
の
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
の

や
紅
葉
、
買
い
物
な
ど
を
楽
し
む
姿
を
住
民

が
目
に
す
る
機
会
が
少
な
く
、
観
光
産
業
に

よ
っ
て
地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
こ
と
に
実

感
が
持
て
な
い
一
方
で
、
観
光
客
に
よ
る
ご

み
の
投
げ
捨
て
や
、
旅
館
の
送
迎
バ
ス
が
子

ど
も
た
ち
の
通
学
路
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
走
り 普段着で行き来する場が観光の対象に（鳥取県倉吉市）
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『伊香保豆手帖』

参考資料
•（公財）日本交通公社『住んでよし、訪れてよしの観光地づくり まずは
住民意識の把握から！「観光に対する住民意識に関する研究」より』

（2013年）
• ハワイ州観光局「ハワイ州観光戦略計画2005～2015年」
• 堀 健一『先進事例にみる戦略・戦術、マネジメント～ハワイ州における
観光振興PDCAの取組み～』（「自治体チャンネル＋」、平成20年９・
10月合併号）

• 経済産業省「地域ストーリー作り研究会 参考資料」（平成27年）
• Tourism Queensland『Tourism Social Indicators』
• Australian Government『STATE OF THE INDUSTRY 2014』
• 小布施町ホームページ「オープンガーデン」
•（公財）日本交通公社「伊香保温泉品質向上大作戦～サービス品質向
上アクションプラン策定調査～」（2003～2004年）

子
で
、
伊
香
保
の
歴
史
や
文
化
、
特
産
品
と

い
っ
た
観
光
資
源
の
説
明
に
加
え
て
、
固
定

資
産
税
や
入
湯
税
の
大
き
さ
で
伊
香
保
町

財
政
に
お
け
る
観
光
産
業
の
位
置
づ
け
を

示
し
、
産
業
と
し
て
の
観
光
の
重
要
性
を
解

説
す
る
ペ
ー
ジ
も
設
け
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

伊
香
保
中
学
校
で
「
伊
香
保
町
再
発
見
」
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
総
合
学
習
の
成
果
も
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
冊
子
は
、
当
時
の
伊
香

保
町
内
の
全
戸
に
配
布
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ

て
特
に
子
ど
も
を
含
め
た
住
民
自
身
が
、
伊

香
保
の
良
さ
と
観
光
産
業
の
意
義
を
認
識
す

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
一
方
で
、
観

光
へ
の
住
民
参
加
の
効
果
が
認
識
さ
れ
な
が

ら
、
我
が
国
で
は
観
光
業
界
（
業
界
団
体
や

行
政
の
観
光
関
連
部
署
な
ど
）
か
ら
住
民
に

対
し
て
、
地
域
の
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
や
そ
れ
を

実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
の
詳
細
を

伝
え
、
参
画
を
促
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
、
依

然
と
し
て
弱
い
。
行
政
が
、
観
光
振
興
計
画

を
策
定
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、
住
民
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
観
光
振
興

に
対
す
る
意
識
や
意
向
を
把
握
す
る
こ
と
は

あ
る
が
、
海
外
の
事
例
の
よ
う
に
、
計
画
策

定
後
、
実
施
さ
れ
た
施
策
に
対
す
る
住
民
の

評
価
を
定
期
的
に
把
握
し
て
、
次
の
施
策
立

抜
け
て
い
く
こ
と
な
ど
、
観
光
産
業
に
対
し

て
や
や
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
情
を
持
つ
住
民
も

い
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
、
伊
香
保
温
泉

観
光
協
会
（
当
時
）
と
伊
香
保
温
泉
旅
館

協
同
組
合
は
、
旅
館
や
商
店
の
経
営
者
を
中

心
に
勉
強
会
を
開
催
す
る
中
で
、
伊
香
保
町

（
当
時
）
に
お
け
る
観
光
産
業
の
重
要
性
を
住

民
に
理
解
し
て
も
ら
い
、
協
力
を
得
る
こ
と

の
重
要
性
を
強
く
認
識
し
、『
伊
香
保
豆
手

帖
』
と
い
う
冊
子
を
制
作
し
た
。

　

こ
れ
は
、
旅
館
の
仲
居
さ
ん
が
着
物
の
帯

に
挟
ん
で
持
ち
運
び
で
き
る
ハ
ン
デ
ィ
な
冊

案
に
活
か
す
と
い
う
有
機
的
な
シ
ス
テ
ム
と

は
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

4
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性

　

観
光
対
象
と
な
り
得
る
も
の
が
一
層
多
様

に
な
り
、
地
域
振
興
の
一
つ
の
手
段
と
し
て

観
光
が
注
目
さ
れ
る
に
伴
っ
て
、
今
後
も
地

域
の
状
況
次
第
で
は
「
観
光
地
」
に
な
る
こ

と
を
求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
地

域
に
お
い
て
、
住
民
の
力
も
借
り
な
が
ら
持

続
可
能
な
観
光
振
興
を
推
進
す
る
に
あ
た

り
、
ま
ず
は
住
民
に
自
地
域
の
観
光
の
現
状

や
取
り
組
み
方
針
に
つ
い
て
、
例
え
ば
イ
ン

フ
ォ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
（
情
報
や
デ
ー
タ
を
視

覚
的
に
表
現
し
た
も
の
な
ど
）
の
手
法
も
積

極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
人
は
、
自
分

が
よ
く
理
解
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
は
容
易

に
同
意
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
納
得
す
る

こ
と
で
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
観
光
関
連
事
業
者
同
士
の
や
り

と
り
と
は
ま
た
違
っ
た
、
観
光
地
の
住
民
を

巻
き
込
む
、
独
特
の
密
接
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
重
要
と
な
っ
て
く
る
。

　

我
が
国
で
は
多
く
の
観
光
地
に
お
い
て
、

科
学
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
く
デ
ー

タ
を
根
拠
に
し
た
議
論
が
ま
だ
難
し
い
こ
と

も
踏
ま
え
て
、
海
外
の
取
り
組
み
を
参
考
に

し
つ
つ
も
、
各
地
域
の
現
状
に
即
し
た
形
で

住
民
を
巻
き
込
ん
で
い
く
、
そ
の
た
め
の
手

法
の
検
討
が
、
今
後
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。
最
終
的
に
、
こ
の
取
り
組
み
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
全
体
の
動
き
と
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
ま
で
は
対
外
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
重
視
し
て
き
た
行
政
と
観
光
協
会
な

ど
の
業
界
団
体
が
、
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
し
て
、
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る
こ
と
が
一
層
重
要
と

な
る
だ
ろ
う
。

（
い
わ
さ
き　

ひ
な
こ
）
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